
躍
三
輪
霜
↓
終
肉
4
、
メ
唱
婁
罫
　
蜜
悪
8
餐
「
層
聾
拳
曇
陣
負
ρ
匹
ヨ
三
塾

昭
和
四
十
三
年
九
月
【
日
蟄
行
（
毎
月
一
回
襲
行
）

第四十四巻　 第三冊
　　　　　第五百九號

　　昭和四十三年九月一巳獲行

自
由
・
運
命
・
調
理
：
…
…
：
：
…
…
9
：
…
島

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
…
に
お
け
る

　
東
洋
哲
學
の
肚
會
學
的
考
察
e
…
…
向

歯
學
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と

　
纒
験
論
の
封
立
と
交
錯

　
　
一
そ
の
現
代
理
論
葉
手
に
お
け
る
意
味
一

　
　
　
　
　
：
…
…
：
：
…
…
：
・
…
野

井

芳
　
　
夫守

本
　
和
　
幸

京都大學文學部内
京都哲難難慧鋼綱

　　　　　　国語学属：文学1研究室



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
團
る

こ
と
を
図
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

日
　
毎
月
一
回
曹
誌
「
高
卑
醗
究
」
を
爽
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊨
　
随
暗
研
究
愈
を
開
く

一、

{
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
攣
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一、

{
愈
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一、

{
曾
は
曾
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
魍
書
館
。
其
他
の
團
膿
は
團
農
の
名
を
以
て
入

冷
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
町
費
と
し
て
年
二
、
四
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
撮
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

q
員
は
愈
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一、

{
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

吉湯山森本武松藤服野長申辻武園重梶柿上井井石池有

岡淺　口吉藤尾澤部田尾　村内原澤山崎野　　　田福

健　黒蟻　　　　　　久　　　　　　上島田

＝私事良一義令正当雅公義太俊麟照　義孝

郎孫晶男治雄海夫明夫人郎一範郎郎一一夫俊勉仁祷岳



会

止
口

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

一
、

一
、

今
秋
行
わ
れ
る
日
本
学
術
会
議
第
八
期
会
員
選
挙
に
あ
た
り
、

り
推
薦
さ
れ
て
お
り
ま
す
本
会
委
員
井
島

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
四
十
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
十
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　

京
都
大
学
法
経
第
七
講
義
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
学
部
事
務
室
南
方
）

仏
教
に
お
け
る
瞑
想
と
哲
学
…
－
…
…
…
－
…
・
…
…
…
－
…
…
…
・
・
京
都
大
学
助
教
授
　
梶
　
山
　
雄
　
一

無
か
ら
の
創
造
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
京
都
大
学
教
授
　
山
　
　
田
　
　
晶

　
　
一
そ
の
解
釈
と
意
義
－

※
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
（
会
費
約
千
円
）
。

※
　
所
属
機
関
長
学
田
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
文
学
部
社
会
学
研
究
室
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

　
　
　
　
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
考
推
薦
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
畿
地
方
区
第
一
部
候
補
者
と
し
て
京
都
大
学
文
学
部
並
び
に
美
学
会
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勉
氏
（
京
都
大
学
文
学
部
長
）
を
本
会
と
し
て
も
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

京
都
哲
学
会



次号論文予告
雷
の
論
理
…
…
…
…
…
：
・
…
…
・
…
…
植
　
田
　
寿
　
蔵

倫
理
理
論
に
於
け
る
効
用
の
観
念
：
：
神
野
慧
一
郎

世
界
概
念
の
哲
学
：
　
…
…
…
…
：
…
：
有
　
福
　
孝
　
岳

ー
カ
ン
ト
に
於
け
る
道
徳
と
宗
教
の
問
題
一
1

次圏切

万
前

ホ
ワ
イ
｝
ヘ
ッ
ド
『
過
程
と
実
在
』

　
へ
の
序
説
（
承
離
　
完
）
…
…
…
…
　
ジ
ョ
ン
・
D
・
ゴ
ヒ
ン

O
　
「
　
．　

野
繊
又
夫
訳

苦
し
み
の
場
所
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
森

　
i
一
そ
の
獲
一

口
美
都
男

自
由
と
必
然
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
戸
田
省
工

　
ー
カ
ン
ト
の
自
由
論
を
中
心
と
し
て
一

郎
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會
　
　
　
二

一
、
本
愈
は
愈
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
雪
眼
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
塑
の
方
は
京
都
市
左
京
爾
吉
田
東
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
曾
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
四
〇
〇
圓
又
は
傘
年

　
一
、
二
〇
〇
圓
）
を
お
佛
込
下
・
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
爽
費

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
轟
一
番
町
一
七
番
地
三
号

創
文
就
（
振
替
口
座
東
東
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
禽
錦
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
東
都
紐
革
會
宛
御
沸
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
三
年
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

国
）
の
送
付
濟
を
以
て
葡
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
愛
璽
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
傘
年
）
毎
に
清
算
し

ま
す

一
、
倉
員
の
韓
居
・
入
毫
毛
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
愈
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
鯛
す
る
通
儒
。
新
刊
書
・
審
瞼
…
雑
誌
等
は

本
魯
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
醸
吉
賑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
攣
文
攣
部
内

昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
五
日
印
鯛

昭
和
四
十
三
年
九
月
　
一
　
日
嚢
行

編
集
人

謹
行
人

印
刷
人

印
刷
星

影
行
所

株
式

愈
謹

llll鴛ll素

1羅1覆孝1纂

天三郎鑑男｛秀　内會

創
　
　
文
　
　
祉

東
京
都
千
代
田
区
　
番
町
一
七
番
地

振
替
口
痙
　
東
京
　
九
二
購
七
二
番

電
話
東
京
二
六
三
i
七
［
〇
一
（
代
車
）

》
｝
》
ミ
の
胃
亀
♂
～
胞
♂
さ
’
3
8
聖
♪
》
》
竃
駄
，
馬
・
■
■
さ
｛

註
　
文
　
規
　
定

一、

�
�
ﾈ
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
呈
す
る

件
は
「
創
文
肚
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
二

五
〇
圓
、
送
料
・
閣
○
圓
）
薦
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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